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三
重
県
北
部
に
位
置
す
る
桑
名
市
は
、
か
つ
て
東
海
道
五
十
三
次
の
桑
名
宿
が
置
か
れ

た
交
通
の
重
要
拠
点
だ
。
名
古
屋
か
ら
近
く
、
充
実
し
た
交
通
網
を
有
し
た
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
現
在
も
住
宅
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
桑
名
は
鋳
物
が
名
産
の
街
で
も
あ
る
。
近

隣
で
原
料
砂
が
見
つ
か
っ
た
明
治
以
降
は
「
東
の
川
口
、
西
の
桑
名
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

に
産
業
が
発
展
し
た
。
こ
の
地
で
鋳
物
向
け
の
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
を
扱
う
寺
田
商
店
（
本

社
＝
桑
名
市
明
正
町
、
黒
田
正
義
社
長
）
の
黒
田
貴
之
取
締
役
営
業
部
長
を
訪
れ
た
。

機
友住

建

リ
サ
イ
ク
ル
紀
行

V
ol.46 

寺
田
商
店
（
三
重
県
）

鋳
物
に
特
化
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
で
原
料
供
給

産
業
支
え
る
仕
事
に「
誇
り
」

満
足
度
高
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
追
及

拠点所在地
　

寺
田
商
店
は
鋳
物
に
特
化
し
た

全
国
で
有
数
の
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
だ
。

一
般
的
に
鋳
物
原
料
は
、
可
鍛
コ

ロ
、
故
銑
、
新
断
、
銑
ダ
ラ
イ
粉

の
４
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
寺
田
商

店
は
可
鍛
コ
ロ
を
除
く
３
品
種
を

製
造
販
売
す
る
ほ
か
、
銅
ナ
ゲ
ッ

ト
な
ど
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
由
来
の
副

資
材
も
販
売
し
て
い
る
。

　

月
間
取
扱
量
は
４
０
０
０
〜
５

０
０
０
㌧
で
、
こ
の
う
ち
９
割
以

　

技
術
、
環
境
、
経
済
な
ど
世
の

中
の
変
化
が
絶
え
ず
続
く
中
、
鋳

物
業
界
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

桑
名
の
鋳
物
製
造
は
人
口
減
や
製

造
業
の
海
外
移
転
が
進
ん
だ
平
成

に
衰
退
。
自
動
車
産
業
に
お
い
て

は
、
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
や
電
気
化
に

伴
う
動
力
の
モ
ー
タ
ー
化
に
よ
っ

て
金
型
レ
ス
の
流
れ
が
進
ん
だ
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
公

共
投
資
の
減
少
は
マ
ン
ホ
ー
ル
や

グ
レ
ー
チ
ン
グ
な
ど
を
製
造
す
る

鋳
物
事
業
者
を
直
撃
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
に
黒
田
取
締
役
も

「
常
に
情
勢
を
注
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
引
き
締
め
る
。

　

一
方
で
、
工

作
機
械
や
自
動

車
部
品
に
鋳
物

が
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と

も
指
摘
し
つ
つ

「
日
本
の
大
事

な
産
業
を
形
成

す
る
た
め
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
産
業
だ
。
そ
の

川
上
と
川
下
を
つ
な
ぎ
、
大
切
な

産
業
を
下
支
え
す
る
鋳
物
リ
サ
イ

ク
ル
の
仕
事
を
誇
り
に
感
じ
て
い

る
」
と
前
を
向
く
。
時
代
の
変
化

に
対
応
し
な
が
ら
、
次
世
代
へ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
継
承
や
機
械
化
な
ど
に

よ
る
属
人
性
の
低
減
な
ど
も
図
っ

て
い
く
構
え
だ
。

　

変
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
寺

田
商
店
で
は
商
売
に
お
け
る
信
条

と
し
て
「
常
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
意

識
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
仕

入
先
や
販
売
先
だ
け
で
は
な
く
、

利
益
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
取
引

先
も
寺
田
商
店
は
大
切
な
顧
客
と

捉
え
て
い
る
。
自
社
で
働
く
社
員

も
含
め
て
、
関
わ
り
を
持
っ
た
全

て
の
人
た
ち
の
満
足
度
を
高
め
る

サ
ー
ビ
ス
や
価
値
の
創
造
を
今
後

も
続
け
て
い
く
。

上
を
鋳
物
向
け
が
占
め
る
。
金
属

リ
サ
イ
ク
ル
企
業
か
ら
調
達
す
る

原
料
の
母
材
は
、
愛
知
県
を
中
心

に
、
中
四
国
地
区
や
関
東
地
区
か

ら
も
商
社
を
通
じ
て
仕
入
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
鋳
物
原
料
は

品
質
や
成
分
、
サ
イ
ズ
の
管
理
を

徹
底
し
た
良
質
な
も
の
だ
け
が
販

売
さ
れ
る
。
原
料
溶
解
用
の
電
炉

投
入
時
に
水
蒸
気
爆
発
を
引
き
起

こ
す
水
分
の
含
有
は
厳
禁
の
た
め
、

原
料
は
室
内
で
加
工
・
保
管
す
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
は
異
物
の
除
去
や
成

分
ご
と
の
管
理
を
徹
底
。
新
規
取

引
時
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
成
分
分
析

を
必
ず
実
施
す
る
。

　

短
尺
加
工
は
故
銑
（
鋳
物
）
割

機
と
油
圧
シ
ャ
ー
で
行
う
。
こ
の

シ
ャ
ー
を
用
い
た
加
工
も
特
徴
的

だ
。
一
般
的
な
鋼
ス
ク
ラ
ッ
プ
は

刃
を
上
下
さ
せ
て
切
断
す
る
が
、

粘
性
が
高
い
ダ
ク
タ
イ
ル
を
切
断

加
工
す
る
鋳
物
用
の
シ
ャ
ー
は
、

刃
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
絡
ま
せ
る
よ

う
に
ね
じ
り
切
る
。

　

鋳
物
原
料
の
出
荷
は
ユ
ー
ザ
ー

の
発
注
に
応
じ
た
『
ジ
ャ
ス
ト
イ

ン
タ
イ
ム
』
方
式
で
行
う
。
営
業

部
門
を
統
括
す
る
黒
田
貴
之
取
締

役
は
「
価
格
変
動
に
よ
る
リ
ス
ク

も
あ
る
が
、
こ
れ
を
抱
え
る
こ
と

も
我
々
の
事
業
の
特
徴
」
と
い
う
。

寺
田
商
店
は
長
年
に
わ
た
り
こ
う

し
た
鋳
物
原
料
に
特
化
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
と
商
売
の
実
績
を
積
み
重
ね

て
き
た
。
こ
れ
が
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

の
信
頼
と
安
定
し
た
商
売

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

会
社
は
１
９
５
４
年
に

桑
名
市
萓
町
で
創
業
。
１

９
８
７
年
に
桑
名
市
福
島

に
移
転
し
た
。
か
つ
て
関

連
会
社
で
鋳
物
製
造
も

行
っ
て
い
た
が
、
地
場
の

製
造
業
の
海
外
移
転
な
ど

を
受
け
て
２
０
０
０
年
代

初
頭
に
原
料
事
業
に
一
本

化
し
た
。

　

２
０
１
３
年
に
移
転
し
た
現
在

地
は
、
も
と
も
と
取
引
先
の
金
属

加
工
会
社
が
所
有
し
て
い
た
工
場

で
、
事
務
所
や
工
場
建
屋
を
居
抜

き
で
譲
り
受
け
た
。
敷
地
面
積
３

０
０
０
坪
は
旧
工
場
の
お
よ
そ
３

倍
。
移
転
時
に
故
銑
割
機
の
増
設

と
油
圧
シ
ャ
ー
の
入
れ
替
え
を
行

い
、
取
扱
量
は
２
倍
以
上
に
伸
び

た
。「
よ
り
幅
広
い
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
黒
田

取
締
役
）
と
い
う
現
在
地
へ
の
移

転
は
、
寺
田
商
店
が
躍
進
す
る
大

き
な
転
機
と
な
っ
た
。

株式会社寺田商店
【本社】三重県桑名市明正町1-565

TEL：0594-22-1155  FAX：0594-22-1112
https://teradasyouten.com/

2013年に移転した本社工場

黒田貴之取締役

～住友建機がある風景～～住友建機がある風景～

SH200LC-7LM（ダライ粉ヤード）
　寺田商店では2025年9月現在で3機の住友建機製マシ
ンが稼働中だ。このうち2機のSH200LC-7LMはスク
ラップの荷役に用いるマテリアルハンドリング機とし
て工場の運用を支えている。

住友建機を三重県で初導入
　寺田商店で稼働するSH200LC-7ECは大
割機のアタッチメントを装着しており、鋳物
切断加工の前処理で活用している。この大割
機は寺田商店とアタッチメントメーカーが共
同で開発したオリジナルのものだ。刃の構造
や取り付け位置、肉盛りの加減など、その仕
様は門外不出となっているが、重機を用いた
前処理によって、その後の処理の効率化や油
圧シャーなどの加工処理機械に掛かる負担低
減に大きな効果を発揮している。
　住友建機製のマシンは、2008年10月に

旧工場に導入し
たSH225X -
3LMが初号機
だった。同機は
三重県における
住友建機製リサ
イクル機におい
ても初のマシン

だ。実績ゼロでの採用ではあったが、「デモ
機の設置からテスト運用、細かなやり取りな
ど、導入に至るまでの対応を社長が高く評価
したことが決め手になった」（黒田取締役）
という。導入後も機械性能や保守・サービス、
新規提案など、住友建機の対応は期待にたが
わぬものが続いている。
　黒田取締役は「住友建機の機械やサービス
があるからこそ工場が円滑に稼働できる」と
感謝を述べた上で、今後も変わらないサービ
スの提供を求めている。

担当：田窪 浩二
　重機初導入よりご愛顧い
ただき有難うございます。
これからもサービスと一丸
になってクイックレスポン
スを心がけてまいります。

鈴鹿営業所
〒513-0031 三重県鈴鹿市一ノ宮町字池674-1
Tel : 050-9001-8641  Fax : 059-383-9513

SH200LC-7LM


